
マ壊

一
ス
ギ
ヤ
マ
ノ

9
ナ
ホ
杉
山
則
霊
長
約
辿
の
子
。

一
桜
山
伯
脅
直
光
に
養
は
れ
て
、
叉
泌
郁
怖
を
伯
替
と
い

一
う
た
。
天
正
五
年
九
且
十
五
日
、
上
移
譲
信
に
内
隠

し
た
態
依
翻
光
が
、
長
約
辿
・
綱
辿
錯
す
を
誘
殺
し
た

時
、
則
直
は
病
ん
で
家
む
在
っ
た
が
、
敵
の
m
乱
入
す

る
を
見
て
自
足
し
た
。

ス
キ
ヤ
号
ン
数
寄
屋
門
金
持
城
一
一
，
丸
臆
式
の

商
か
ら
、
玉
泉
院
九
人
口
紅
紫
栂
ヘ
下
る
聞
の
門
を

政
寄
屋
門
と
い
う
た
。
政
務
屋
屋
般
に
接
す
る
か
ら

の
名
穏
で
あ
る
。

ス
キ
ヤ
ヤ
シ
キ
数
寄
屋
屋
酸
金
制
作
域
内
で
後

附一一
J

丸
蹄
式
の
又
者
部
屋
の
建
て
ら
れ
た
附
匙
か

ら
商
方
の
地
を
蚊
得
屋
屋
般
と
い
う
た
。
古
へ
敏
待

患
の
あ
っ
た
mm
で
あ
ら
う
。

ス
ギ
ヲ
カ
タ
ザ
Z
モ
ン
杉
若
丸
左
衛
門
民
は

雨
夜
奥
助
の
子
で
あ
っ
た
が
、
抵
の
氏
を
務
し
た
も

の
。
前
旧
利
長
に
仕
へ
て
二
百
石
を
受
け
た
。
五
代

文
左
衛
門
の
時
越
中
東
岩
搬
の
代
官
と
な
り
、
資
時

十
ご
年
同
地
に
於
い
て
・
搾
削
藤
左
衛
門
と
果
し
合

ひ
、
家
断
絶
し
た
。

ス
ギ
ヲ
ヵ
=
へ
Z

杉
岡
仁
兵
衛
前
川
利
家
に

仕
へ
て
二
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
相
続
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

ス
ク
ナ
ヒ
ヨ
ミ
カ
タ
イ
シ
ジ
ン
ジ
ヤ
宿
那
憲
論
脚

像
右
締
結
鹿
島
郡
金
丸
に
鎮
座
す
る
。
一
孟
代
武
録

に
、
『
貞
淑
二
年
六
周
九
自
民
子
。
能
資
凶
宿
那
彦
紳

像
石
紳
列
=
於
官
枇
刊
』
式
内
等
醤
枇
記
に
、
『
宿
那
彦

紳
像
石
神
社
。
式
内
一
座
。
金
丸
村
宮
地
谷
銀
座
。

今
務
罰
金
丸
明
跡
刊
一
宮
策
多
抑
枇
之
錦
枇
也
。
但

有
昌
風
間
設
刊
』
文
政
枇
鋭
帳
に
、
『
常
枇
少
彦
名
命
は
大

己
負
命
と
相
伴
之
前
故
、
毎
年
二
用
中

J

申
日
一
宮

之
神
輿
腕
ロ
本
宮
へ
御
紳
幸
之
節
、
則
舘
枇
少
彦
名

命
も
御
榊
と
御
問
幸
有
之
、
御
崎
幸
之
時
右
之
御
榊

ス
キ
ー
ー
ス
ス

ス
グ
シ

タ
シ

鳳
至
郡
山
田
郷

常
駐
に
納
り
巾
車
、
趨
例
之
跡
事
に
御
座
候
。
』
な
ど
一
ス
ヂ
ノ
タ
-
-
瞥
J

谷

と

見

え

る

。

一

に

臨

す

る

部

務

。

ス
ク
ナ
ヒ
ヨ
ミ
カ
タ
イ
シ
ジ
ン
ジ
ヤ
宿
郡
彦
紳
一
ス
ヂ
ノ
ハ
ラ
菅
ノ
原

像
石
神
社
鹿
島
郡
黒
崎
に
在
る
。
式
内
等
萄
註
記
一
字
。

に
、
『
宿
那
彦
制
像
石
跡
枇
。
大
呑
郷
黒
崎
村
銀
座
。
一
ス
ゲ
ノ
ヤ
ナ
ガ
ヨ
リ
替
屋
長
額
九
右
衛
門
と

以
=
紳
.
石
-
錫
=
正
慨
刊
或
云
式
内
紳
枇
麓
此
紳
枇
也
一
帯
し
、
織
田
信
長
の
臣
で
あ
っ
た
。
天
正
八
年
祖
井
・

-z。
』

と

記

す

る

。

一

三

宅

が

長

越

髄

の

鑓

に

菱

脇

・

金

丸

に

破

ら

れ

、

七

ス
タ
ヒ
ギ
ン
救
銀

J
ス
グ
ヒ
マ
イ
毅
米
。
一
尾
城
を
信
長
に
献
じ
て
罪
を
謝
し
た
時
、
信
長
は
前

ス
タ
ヒ
マ
イ
救
米
凶
作
の
翌
年
一
一
般
に
閑
鰐
一
回
利
家
・
稿
笛
行
消
と
共
に
長
頼
を
能
費
に
下
し
て

す
る
時
は
、
滞
よ
り
米
・
銀
・
雑
穀
又
は
弼
を
施
奥
し
一
そ
の
州
事
を
掌
ら
し
め
、
長
額
は
そ
の
筆
頭
と
し
て

た
。
之
を
御
数
米
又
は
御
毅
鋭
と
い
ふ
。
山
方
等
の
一
暫
く
七
尾
に
留
っ
た
。

稼
業
少
く
、
深
川
与
の
岱
坐
食
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
如
一
ス
ケ
マ
サ
助
政
珠
洲
郡
償
原
の
内
の
小
字
。

き
地
方
に
あ
っ
て
は
、
不
作
な
ら
ず
と
も
向
御
数
米
一
ス
ケ
ミ
ツ
助
光
加
賀
の
一
代
鍛
冶
。
藤
島
五

銀
を
奥
へ
て
保
殺
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
郎
左
衛
門
入
選
と
稽
し
た
。
元
和
頃
。

ス
ク
ポ
須
久
保
羽
咋
郡
河
内
の
内
の
小
手
。
一
ス
サ
キ
須
崎
石
川
郡
鞍
居
座
に
臨
す
る
部
帯
。

ス
ケ
助
鹿
島
郡
黒
崎
の
古
き
宵
姓
の
名
。
越
一
ス
ザ
キ
洲
崎
珠
洲
郡
折
戸
の
内
の
小
字
。

後
勢
の
兵
狼
米
を
漣
迭
す
る
備
が
そ
の
神
を
泊
っ
た
一
ス
サ
キ
キ
ョ
ウ
カ
タ
洲
崎
鹿
毘
越
資
質
三
州

時
之
を
響
ひ
、
前
山
利
家
に
献
じ
た
が
震
に
、
御
技
一
志
に
司
鹿
鍵
坊
は
も
と
江
州
の
者
で
、
洲
崎
兵
庫
と

持
米
を
奥
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
。
一
い
ひ
、
建
如
の
揚
子
と
な
り
、
河
北
郡
松
恨
の
鍵
に

ス
ケ
助
鹿
島
榔
潮
風
の
宵
姓
。
元
組
助
は
十
一
住
し
、
森
下
・
棚
橋
・
小
坂
・
大
槌
ま
で
を
抑
領
し
た
。

村
役
を
勤
め
、
前
回
利
家
か
ら
御
扶
持
高
七
石
五
斗
一
後
石
川
郡
米
泉
に
移
っ
て
、
商
泉
・
泉
野
の
三
村
を

の

印

物

を

賜

は

っ

た

。

一

領

分

と

し

、

自

ら

泉

入

道

と

帯

し

た

。

後

人

和

泉

守

ス
ケ
タ
ロ
ウ
チ
ョ
ウ
助
九
郎
町
金
持
の
町
名
。
一
と
郵
す
る
も
の
は
訣
で
あ
る
と
記
す
る
。
臨
涼
軒
目

今
野
町
大
慈
寺
の
民
地
溢
を
助
丸
郎
町
と
解
す
る
一
録
文
明
十
七
年
十
周
サ
四
日
の
僚
に
、
『
臨
川
寺
領
賀

が
、
文
政
三
年
石
坂
茶
屋
町
の
態
廓
を
建
て
た
時
ま
-
一
州
宮
腰
白
陵
提
強
入
部
。
可
被
成
御
奉
醤
之
尚
、
自

で
は
、
そ
の
地
に
か
け
て
助
九
郎
町
で
あ
っ
た
。
一
寺
家
以
一
行
被
白
。
』
と
い
ふ
も
是
で
あ
ら
う
。
叉
大

ス
ケ
サ
ダ
助
定
加
賀
の
万
工
。
助
定
と
切
る
o
一
一
衆
院
寺
祉
殺
事
担
明
臨
四
年
正
用
十
八
日
の
僚
に
、

永

正

頃

。

『

質

州

一

向

宗

J

長
云
々
。
鏡
提
は
公
方
に
参
申
0
』と

ス

ゲ

サ

ハ

あ

る

鏡

鋸

も

同

じ

い

o
麗
提
米
泉
に
一
道
場
を
建
て

務

。

た

が

、

後

寛

永

中

之

を

金

持

百

姓

町

に

移

し

て

鹿

鋸

ス

ゲ

サ

ハ

寺

と

な

っ

た

0

・

小

字

。

ス

サ

キ

ジ

ユ

ウ

ロ

ザ

Z

宅
ン
淵
崎
十
郎
左
衛
門

ス

ヂ

タ

初

名

兵

庫

。

洲

崎

泉

入

道

鹿

鋸

の

子

。

宮

地

諭

漢

字

替
選

鹿
島
郡
南
三
郷
に
臨
す
る
部

替
選

ツス
ゲ

珠
洲
郡
偲
原
の
内
の

替
田

珠
洲
郡
馬
渡
の
内
の
小
字
。

鳳
軍
部
浦
上
の
内
の
小

本
に
訴
を
正
末
に
作
る
が
、
問
書
凶
宗
本
に
強
れ
ば
、

正
末
は
石
黒
係
左
衛
門
の
諒
で
、
十
郎
左
衛
門
は
久

吉
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
越
菅
賀
三
州
志
に
十
郎
左

衛
門
正
季
に
作
る
も
の
は
箆
に
誤
っ
て
ゐ
る
。

ス
サ
キ
ナ
ガ
ヤ
ス
寸
崎
釆
緩
逝
稽
貨
二
郎
。

初
め
御
居
間
方
か
ら
定
番
御
歩
と
な
り
、
次
い
で
新

番
に
任
じ
御
近
習
に
勤
仕
し
、
文
化
五
年
新
知
八
十

石
組
外
に
強
み
、
繭
次
に
五
十
石
宛
を
増
し
、
文
政

五
年
竹
滞
附
御
書
院
組
に
臨
し
た
が
、
七
年
組
外
に

復
し
、
八
年
大
小
勝
組
奥
御
納
戸
奉
行
に
任
じ
た
。

ス
サ
キ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
淵
崎
兵
庫
初
名
孫
四
郎
。

亭
線
・
天
文
の
頃
一
向
一
授
の
従
と
し
て
活
蹴
し
た
。

ス
サ
キ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
洲
崎
兵
庫
.
関
屋
政
春
の
古

兵
談
に
、
上
杉
謙
信
の
加
賀
に
侵
入
し
て
河
北
郡
中

保
・
太
聞
の
民
家
に
寒
夜
を
凌
い
だ
時
、
洲
崎
兵
庫

と
い
ふ
一
俊
大
将
が
袈
鞭
し
て
之
を
破
っ
た
。
後
前

田
利
家
知
行
千
石
を
以
て
之
を
旅
し
た
が
、
撤
度
の

軍
役
に
些
の
功
名
も
な
し
得
な
か
っ
た
と
あ
る
。
こ

れ
は
前
項
の
兵
陣
の
夏
に
次
代
か
と
思
は
れ
る
。

ズ
シ
ヨ
バ
シ
図
書
橋
金
持
備
梁
記
に
、
『
胸
部

橋
、
し
ゃ
う
づ
高
』
と
あ
っ
て
、
惣
幽
刑
期
の
舗
で
あ

っ
た
が
、
擬
滞
後
惣
構
加
を
擬
し
、
今
は
土
橋
と
な

っ
た
。
元
臓
の
頃
に
は
病
業
者
匙
の
邸
が
近
か
っ
た

か
ら
左
近
織
と
い
う
た
が
、
亭
保
頃
に
な
っ
て
は
加

藤
闘
番
の
邸
前
に
諮
っ
た
の
で
、
闘
番
備
と
呼
ぶ
や

う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ス
ズ
Z
キ
諜
洲
騒
珠
洲
榔
に
在
っ
た
と
考
へ

ら
れ
る
古
騨
で
、
大
岡
三
年
紀
に
『
隠
=
能
管
凶
能
登

郡
越
蘇
・
穴
水
。
鳳
芸
部
三
井
・
大
市
・
待
野
。
珠
洲

等
六
箇
廓
刊
以
=
不
要
-
也
。
』
と
あ
る
文
に
よ
り
、
待

野
の
次
に
珠
洲
郡
の
三
芋
が
脆
せ
ら
れ
て
隠
る
の
で

あ
る
と
解
す
る
も
の
が
あ
る
。
故
に
村
悶
良
弼
は
能

菅
凶
田
敏
目
録
鮮
に
、
『
珠
洲
正
院
三
十
七
町
、
承
久

四
四
九


